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弘前市農業委員会

相
馬
市
長
に
要
望
書
を
手
渡
す

横
沢
会
長
（
右
）

講
演
す
る
小
野
社
長

藤田光男会長（中）と神豊事務長（右）

試
食
す
る
参
加
者

健康と美容に　　
　　　弘前りんご

米の生産調整にご協力を！

弘前市水田農業推進協議会

毎月５日は　
「りんごを　　
　　食べる日」

自得水土里保全隊 知事賞受賞！
農地・水・環境保全向上対策
最優良活動を市長に報告

　良好な農村環境の形
成や環境を重視した農
業生産へ地域ぐるみで
取り組む農地・水・環
境保全向上対策の優良
活動表彰で、本市の自
得水土里保全隊（藤田
光男会長）が、最も優
れた活動に贈られる県
知事賞を受賞しました。

　２月２５日に藤田会長と神事務長が市役所を訪れ、相馬　一

弘前市長に受賞の喜びを報告しました。

　同隊の活動にかかわるのは鬼沢、堂ヶ沢、楢木、泉田の住民

約５５０人。受賞理由として、植物で土を覆い草丈の高い雑草の

繁茂を抑えるカバープランツの技術を導入した雑草対策や地域

の児童による米作り体験、子どもからお年寄りまでの花の植栽

と清掃活動など多面的な活動とその定着が評価されたものです。

　藤田会長らは、地域を見直す機会につながっている活動の様

子を写真を交えながら相馬市長に報告していました。

　主催した県農地・水・環境保全向上対策地域協議会によると、

平成２０年度は県内で３８０組織、このうち本市では３５組織が同

対策に取り組んだということです。

郷
土
の
食
を
次
代
へ

　
　
　
　
　
　
第
八
回
食
を
考
え
る
集
い

関
係
機
関
に
要
望
書
提
出

　
市
農
業
委
員
会
（
横
沢
由

春
会
長
）は
二
月
二
十
五
日
、

去
る
一
月
三
十
日
に
開
催
し

た
第
一
回
総
会
で
決
議
し
た

要
望
事
項
の
実
現
に
向
け
た

要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
横
沢
会
長
を
は
じ
め
と
す
る

農
業
委
員
会
の
運
営
委
員
ら

は
市
役
所
を
訪
れ
、
相
馬
　

一
弘
前
市
長
に
対
し
て
要
望
書

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
要
望
事
項
は
、
果
樹
共
済

掛
け
金
の
一
部
助
成
な
ど
を

求
め
る
「
果
樹
共
済
へ
の
加

入
促
進
に
関
す
る
要
望
」
と
、

生
産
者
・
消
費
者
が
一
体
と
な

っ
た
加
工
品
の
消
費
拡
大
対

策
な
ど
を
求
め
る
「
り
ん
ご

加
工
品
の
消
費
拡
大
に
関
す

る
要
望
」
で
す
。

　
要
望
書
を
受
け
取
っ
た
相

馬
市
長
は
「
り
ん
ご
農
家
が

生
産
意
欲
を
失
う
こ
と
が
な

い
よ
う
で
き
る
限
り
の
方
策
を

講
じ
な
が
ら
、
要
望
の
実
現

に
向
け
検
討
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
運
営
委
員
ら
は
こ
れ
に
先

立
ち
、
ひ
ろ
さ
き
広
域
農
業

共
済
組
合
も
訪
れ
、「
果
樹
共
済

へ
の
加
入
促
進
に
関
す
る
要
望
」

を
提
出
し
て
共
済
制
度
の
改
善

な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

み ど り

　
弘
前
市
農
村
活
性
化
推
進
協
議
会
（
会
長
・
澁
谷
長
生
弘
前

大
学
農
学
生
命
科
学
部
教
授
）
に
よ
る
第
八
回
食
を
考
え
る
集

い
が
二
月
二
十
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
で
開
か
れ
、

参
加
し
た
人
た
ち
が
基
調
講
演
や
郷
土
料
理
の
試
食
を
通
し
て

郷
土
の
食
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
百
二
十
人
が
参
加
し
た
今
年

の
集
い
の
テ
ー
マ
は
「
津
軽
で

食
べ
る
海
の
も
の
」。基
調
講
演

の
講
師
に
は
㈱
弘
前
丸
魚
の
小

野
兼
治
社
長
が
招
か
れ
ま
し
た
。

　
小
野
社
長
は
、
津
軽
の
食
文

化
の
原
点
を
「
自
分
た
ち
の
手

で
食
べ
物
を
お
い
し
く
変
化
さ

せ
、
い
た
だ
い
て
き
た
こ
と
」

と
述
べ
、
魚
を
い
ぶ
す
こ
と
や

干
す
、
漬
け
込
む
と
い
っ
た
自

然
の
物
を
巧
み
に
加
工
し
て
食

す
る
津
軽
の
食
文
化
の
豊
か
さ

を
強
調
。
一
方
で
、
こ
う
し
た

食
文
化
が
家
庭
な
ど
で
受
け
継

が
れ
て
い
な
い
と
指
摘
し
、「
津

軽
の
豊
か
な
食
に
つ
い
て
も
う

一
度
考
え
、
学
校
や
家
庭
で
郷

土
の
味
を
伝
え
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
地
元
農
産
物
を

直
接
消
費
者
に
届
け
る
「
ふ
れ

あ
い
パ
ッ
ク
の
会
」
の
清
野
せ

つ
会
長
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
キ
ャ

ッ
ス
ル
の
生
田
恵
造
総
料
理
長
、

澁
谷
会
長
の
三
人
が
事
例
発
表

を
行
い
、
郷
土
料
理
の
伝
承
活

動
や
地
元
農
産
物
の
活
用
法
、

県
な
ど
が
取
り
組
む
津
軽
料
理

遺
産
に
選
定
さ
れ
た
郷
土
料
理

の
紹
介
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
郷
土
料
理
の
試
食
で
は
、
さ

ん
ま
の
す
り
身
を
使
っ
た
だ
ま

こ
汁
を
は
じ
め
、
な
ま
こ
酢
や

干
し
餅
な
ど
海
の
幸
や
地
元
農

産
物
の
加
工
品
が
紹
介
さ
れ
、

参
加
し
た
人
た
ち
は
豊
富
な
食

材
に
恵
ま
れ
た
郷
土
の
食
を
再

認
識
し
て
い
ま
し
た
。
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平成２１年度農林業予算
　　　１５億４，１９２万円
農業委員会関連予算は１億４，８２４万円

　
平
成
２１
年
度
本
市
一
般
会
計

予
算
に
占
め
る
農
林
業
予
算
の

割
合
は
約
２
・
３
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

【
弘
前
り
ん
ご
の
安
定
生
産
と

【
弘
前
り
ん
ご
の
安
定
生
産
と

消
費
拡
大
】

消
費
拡
大
】

　
り
ん
ご
の
高
品
質
・
安
定
生

産
を
図
る
た
め
、
り
ん
ご
防
除

機
械
施
設
等
導
入
事
業
や
り
ん

ご
被
害
防
止
施
設
導
入
事
業
へ

の
補
助
の
ほ
か
、
弘
前
り
ん
ご

Ｐ
Ｒ
ソ
ン
グ
を
活
用
し
た
振
付

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、
弘
前

り
ん
ご
の
知
名
度
向
上
と
消
費

拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

【
安
全
・
安
心
な
地
域
農
産
物

【
安
全
・
安
心
な
地
域
農
産
物

の
生
産
振
興
】

の
生
産
振
興
】

　
米
に
つ
い
て
は
、
つ
が
る
ロ

マ
ン
の
減
農
薬
栽
培
に
対
す
る

正
種
子
購
入
の
補
助
、
野
菜
・

花
き
に
つ
い
て
は
、
安
定
生
産

に
向
け
た
栽
培
施
設
整
備
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

【
地
産
地
消
と
都
市
消
費
者
と

【
地
産
地
消
と
都
市
消
費
者
と

の
交
流
の
促
進
】

の
交
流
の
促
進
】

　
中
心
市
街
地
で
の
地
元
農
産

物
の
直
売
や
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
受
け
入
れ
体
制
の
整

備
を
行
い
、
地
産
地
消
の
推
進

と
地
域
活
性
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

【
農
地
流
動
化
の
推
進
と
優
良

【
農
地
流
動
化
の
推
進
と
優
良

農
地
の
確
保
】

農
地
の
確
保
】

　
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

見
直
し
・
再
編
に
着
手
す
る
ほ

か
、
転
作
作
物
の
低
コ
ス
ト
生

産
な
ど
を
推
進
す
る
た
め
の
転

作
田
利
用
集
積
や
集
落
営
農
組

織
な
ど
の
育
成
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

【
地
域
資
源
循
環
型
農
業
の
促

【
地
域
資
源
循
環
型
農
業
の
促

進
】
進
】

　
土
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
品

質
の
高
い
農
産
物
生
産
に
向
け

た
健
康
な
土
づ
く
り
に
取
り
組

む
農
家
の
育
成
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

◆農業振興費
農業振興地域整備計画再編事業　　　　　　…
弘前りんごＰＲソング振付コンテスト事業　…
都市と農村交流事業～（仮称）軽トラｄｅ夕市～　…
りんご経営安定対策事業費補助金　　　　　…
鳥獣害防止対策事業費補助金　　　　　　　…
りんご防除機械施設等導入事業費補助金　　…
りんご被害防止施設導入事業費補助金　　　…
高品質米生産推進事業費補助金　　　　　　…
野菜・花き産地育成事業費補助金　　　　　…
元気な土づくり農家育成事業費補助金　　　…
中山間地域等直接支払制度交付金　　　　　…

◆米生産調整推進対策費
米需給調整活動支援事業費補助金　　　　　…
転作田利用集積支援事業費補助金　　　　　…
集落営農等推進支援事業費補助金　　　　　…

◆農地費
県営下湯口地区畑地帯総合整備事業負担金　…
農地・水・環境保全向上対策事業負担金　　…
農道整備事業費等補助金　　　　　　　　　…

66,000
1,100
 470
24,492
 1,010
14,400
15,338
3,200
3,074
4,312
97,727

 2,040
6,965
1,214

　 
63,000
24,912
30,000

主要事業費の概要
（単位：千円）

本物伝える体験を
グリーン・ツーリズム
　　ワークショップで体験プログラム探る

　グリーン・ツーリズム活動の実践団体をはじめ、農協、
観光・商工団体、行政で組織する市グリーン・ツーリズム
推進協議会（蒔苗清孝会長）は、地域資源を活用した体験
プログラムの構築を目指すワークショップを開きました。

　同協議会では昨年、国の

「子ども農山漁村交流プロ

ジェクト」のモデル地域と

して小学校の長期宿泊体験

を実施していますが、今後

の受け入れに向けて５日間

にわたるプログラムを構築

しようとするものです。

　地域づくりプロデュー

サーの木谷敏雄氏を進行役に迎えたワークショップは、

１月から２月にかけて３回実施。最終回となった２月

２３日には、実践団体の弘前里山ツーリズム研究会の会

員や行政の関係者１６人が参加し、プログラム案の発表

が行われました。

　参加者は「本物の農村のくらし」「人や自然に感謝す

る心」など、体験から伝えたいことを明確にした上で、

農産物の収穫・出荷作業や自然体験など地域の特色を

生かした内容を提案していました。

　同協議会では、今回のプログラムをもとに体制の充

実を図り、本市の魅力を発信していきたいとしています。

木谷氏（左）と参加者

（左より）石戸谷さん、田中さん、相馬市長、三上さん

ア
グ
リ
・

マ
イ
ス
タ
ー

３
人
を
認
定

　
市
は
二
月
二
十
四
日
、
平
成

二
十
年
度
の
弘
前
市
ア
グ
リ
・

マ
イ
ス
タ
ー
に
石
戸
谷
久
さ
ん
、

田
中
幸
樹
さ
ん
、
三
上
隆
基
さ

ん
の
三
人
を
認
定
し
ま
し
た
。

　
市
役
所
市
長
室
で
行
わ
れ
た

認
定
証
の
授
与
式
で
は
、
相
馬

　
一
弘
前
市
長
か
ら
三
人
に
、

認
定
証
と
相
馬
市
長
自
ら
「
農

は
国
の
礎
」
と
記
し
た
記
念
の

盾
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
ア
グ
リ
・
マ
イ
ス
タ
ー
顕
彰

制
度
は
、
創
意
工
夫
に
満
ち
た

独
自
の
栽
培
や
経
営
を
展
開
す

る
優
れ
た
農
業
者
を
顕
彰
す
る

も
の
で
、
平
成
十
三
年
度
か
ら

今
回
を
含
め
二
十
五
人
が
認
定

を
受
け
て
い
ま
す
。

【
石
戸
谷
久
（
浜
の
町

【
石
戸
谷
久
（
浜
の
町
）】）】

農
薬
節
減
米
な
ど
環
境
に
配
慮

し
た
農
業
の
実
践
に
加
え
、
酒

米
生
産
に
よ
る
所
得
確
保
な
ど

安
定
し
た
農
業
経
営
を
展
開

【
田
中
幸
樹
（
新
岡

【
田
中
幸
樹
（
新
岡
）】）】

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
実
践

団
体
「
弘
前
里
山
ツ
ー
リ
ズ
ム

研
究
会
」
会
長
と
し
て
、
農
業

体
験
受
け
入
れ
な
ど
地
域
農
業

の
活
性
化
に
尽
力

【
三
上
隆
基
（
五
所

【
三
上
隆
基
（
五
所
）】）】

高
品
質
な
り
ん
ご
生
産
と
花
き

栽
培
と
の
複
合
経
営
の
ほ
か
、

組
織
活
動
な
ど
地
域
に
お
け
る

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
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地域農業の振興に向け意見交わす
認定農業者との
意見交換会

　
市
農
業
委
員
会
（
横
沢
由
春
会
長
）
は
二
月
十
二

日
、
地
域
農
業
の
中
心
的
担
い
手
で
あ
る
認
定
農
業

者
の
意
見
や
要
望
を
汲
み
上
げ
国
や
県
な
ど
の
施
策

に
反
映
し
て
い
こ
う
と
、
意
見
交
換
会
を
市
内
賀
田

の
中
央
公
民
館
岩
木
館
で
開
き
ま
し
た
。

　市内中心市街地で開催予定の『都市と

農村交流事業～（仮称）軽トラｄｅ夕市～』

の出店者を募集します。

　ただし、出店にあたっては、次のすべ

てに該当することが要件となります。

①市内に住所を有する農家又は農家で構

成する団体であること。

②自らが市内で生産した農産物及び農産

加工品を商品として、自らの軽自動車

を活用した対面販売が可能であること。

③市が指定する場所で、６、７、９月の

第２火曜日・午後３時から６時まで販

売が可能であること。

④接客できる者が常時１名以上いること。

⑤苦情や返品への対応が可能であること。

◆申込方法　申込書による申込みとなり

ます。（※申込書の様式は市農政課にあ

りますので、お問い合わせください。）

◆申込締切り　平成２１年４月２４日

（金）必着

■問い合わせ・申込先

　市農政課農業振興係まで

　 ３５－１１１１内線７０６

魅
せ
る

パ
ッ
ケ
ー
ジ

い
ろ
い
ろ

　
２
月
２６
日
か
ら
２８
日
の
３
日
間
、

百
石
町
展
示
館
で
新
り
ん
ご
パ
ッ

ケ
ー
ジ
展
示
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
り
ん
ご
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
創
造
し
て
消
費
拡
大
を
図
ろ
う

と
、
中
南
地
域
の
産
学
官
が
組
織

し
た
研
究
会
に
よ
る
展
示
会
で
す
。

　
小
包
装
化
と
高
級
化
を
テ
ー
マ

に
、
宅
配
で
の
利
用
や
観
光
客
を

意
識
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
、
訪
れ

た
人
た
ち
の
興
味
を
ひ
い
て
い
ま

し
た
。

持ち運びやすさやりんご
のおすそ分けを考えたパ
ック。重ねてもずれない
「ツメ」付きです。

りんごの台座はブナコの
器。高級感あるパッケー
ジが観光客へのＰＲ効果
を高めます。

都市と農村交流事業

〜軽トラ��夕市〜

出店者募集
（仮称）

　
こ
の
意
見
交
換
会
は
、
優
良

農
地
の
確
保
や
意
欲
あ
る
農
業

者
の
育
成
な
ど
を
柱
と
す
る
農

業
委
員
会
の
「
新
・
農
地
と
担

い
手
を
守
り
活
か
す
運
動
」
の

一
環
と
し
て
開
か
れ
て
お
り
、

今
年
で
三
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
会
議
に
は
、
弘
前
・
岩
木
・

相
馬
の
三
つ
の
認
定
農
業
者
連

絡
協
議
会
か
ら
合
わ
せ
て
九
人

が
参
加
し
た
ほ
か
、
国
や
県
、

市
、
農
協
の
関
係
者
な
ど
全
部

で
二
十
八
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
横
沢
会
長
に
よ
る
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
耕
作
放
棄
地
対
策
や

食
料
自
給
率
の
向
上
な
ど
を
テ

ー
マ
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
参

加
し
た
農
業
者
か
ら
「
園
地
へ

の
通
行
が
不
便
な
場
所
ほ
ど
放

棄
化
し
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
、

農
地
の
効
率
的
利
用
か
ら
も
農

道
整
備
の
拡
充
を
」「
エ
コ
な
ど

環
境
を
意
識
し
た
取
り
組
み
や

食
育
を
絡
め
た
地
産
地
消
の
活

動
を
推
進
し
て
自
給
率
の
向
上

を
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
の

自
然
災
害
を
踏
ま
え
災
害
時
の

補
償
を
は
じ
め
と
し
た
支
援
策

の
一
層
の
充
実
を
求
め
る
声
も

上
が
る
な
ど
、
地
域
が
抱
え
る

課
題
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
で
は
今
回
の
意

見
や
要
望
を
「
認
定
農
業
者
の

声
」
と
し
て
青
森
県
農
業
会
議

に
報
告
し
、
そ
の
実
現
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

意見を交わす
認定農業者の皆さん

申出区分

売りたい

売りたい

略図 農地の所在
利用
状況

面積 希望売渡価格
取扱
窓口

苗代

休耕畑

交渉次第

総額200万円

A-303

B-304

高屋字安田

百沢字裾野

1.75a

240.92a

①②

①②

売りたい 水稲 10a当たり５０～６０万円C-307 兼平字山下 21.83a ①②

区分

買いたい
借りたい

希望地区

船沢（弥生）・
岩木地区

利用
目的
りんご
花き

面積

買いたい…100a
借りたい…  50a

希望小作料
希望買受価格

交渉次第

■
取
扱
窓
口
及
び
問
い
合
わ
せ
先

①
農
業
委
員
会
事
務
局 

　
（
岩
木
庁
舎
１
階
）

　

８２
・
１
６
３
８

②
農
業
委
員
会
弘
前
分
室

　
（
市
役
所
新
館
２
階
）

　

３５
・
１
１
１
１
内
線
３
５
７

③
農
業
委
員
会
相
馬
分
室

　
（
相
馬
庁
舎
２
階
）

　

８４
・
２
１
１
１
内
線
８
４
０

農
地
流
動
化
情
報
（
新
規
）

●

●

清水湖橋

鳴海要
記念陶房館

至蒔苗
愛宕
神社

岩木山
総合公園

略図Ｂ略図Ｂ－３０４３０４

略図Ａ略図Ａ－３０３３０３

略図Ｂ－３０４

略図Ａ－３０３

３０４

３０３

至
新
法
師

至
常
盤
野

● ●

兼平ＳＳ
共同防除組合

至鳥井野

至如来瀬

略図Ｃ－３０７

３０７

兼
平

公
民
館
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　
「
地
籍
調
査
」
は
、
土
地
登

記
の
単
位
で
あ
る
「
筆
」
ご
と

に
、
そ
の
所
有
者
、
地
番
、
地

目
、
境
界
の
調
査
と
測
量
を
行

い
、「
地
籍
図
」
や
「
地
籍
簿
」

を
作
成
す
る
事
業
で
平
成
二
十

一
年
度
は
、
大
字
悪
戸
字
中
野
、

鳴
瀬
の
一
部
二
・
〇
二
平
方
㌔

㍍
を
調
査
す
る
予
定
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
財
産
で
あ
る
土
地

の
保
全
に
万
全
を
期
す
る
た
め

に
も
、
こ
の
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
土
地
所
有
者
へ
の
お
願
い

◆
土
地
所
有
者
へ
の
お
願
い

①
土
地
の
境
界
を
あ
ら
か
じ
め

隣
接
す
る
土
地
の
所
有
者
と

確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

②
土
地
の
境
界
が
雑
草
な
ど
で

確
認
し
に
く
い
場
所
は
、
刈

り
払
い
を
行
う
な
ど
明
ら
か

に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

③
立
会
い
の
通
知
は
登
記
名
義

人
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
売

買
な
ど
が
あ
っ
て
、
ま
だ
登

記
の
済
ん
で
い
な
い
場
合
は
、

な
る
べ
く
早
く
手
続
き
を
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

◆
平
成
二
十
一
年
度
地
籍
調
査

◆
平
成
二
十
一
年
度
地
籍
調
査

実
施
予
定
地

実
施
予
定
地
…
清
水
地
区
の
大

字
悪
戸
字
中
野
、
鳴
瀬
の
一
部

■
問
い
合
わ
せ
先

■
問
い
合
わ
せ
先
　
市
農
村
整

備
課
地
籍
調
査
係
（
岩
木
庁
舎

８２
・
１
６
３
７
）

　
水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
の

加
入
手
続
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。

◆
対
象
農
業
者

◆
対
象
農
業
者

認
定
農
業
者 

（
４
㌶
以
上
）

集
落
営
農
組
織
（
２０
㌶
以
上
）

地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
地
域
の
担

い
手
（
市
町
村
特
認
制
度
）

◆
対
象
農
産
物
　

◆
対
象
農
産
物
　

生
産
条
件
不
利
補
正
対
策

（
麦
・
大
豆
）

収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策

（
米
・
麦
・
大
豆
）

◆
加
入
手
続
期
間
　

◆
加
入
手
続
期
間
　

平
成
２１
年
４
月
１
日
（
水
）
〜

平
成
２１
年
６
月
３０
日
（
火
）

◆
受
付
場
所

◆
受
付
場
所
　
青
森
農
政
事
務

所
地
域
第
一
課
（
弘
前
庁
舎
）

（
高
田
一
丁
目
１０
番
地
９
）

■
問
い
合
わ
せ
先
　

■
問
い
合
わ
せ
先
　

◎
加
入
・
相
談
窓
口
…

◎
加
入
・
相
談
窓
口
…
青
森
農

政
事
務
所
地
域
第
一
課

２７
・
６
１
８
０

◎
相
談
窓
口
…

◎
相
談
窓
口
…
青
森
農
政
事
務

所
弘
前
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー

２７
・
５
７
０
５

調 査 の 進 め 方

５月
中旬

２月
中旬
から
３月
上旬

○地元公民館で説明会開催

６月
上旬

○現地調査開始

・立会通知書（はがき）の送付
現地調査の対象地や立ち会っていただく
日程、集合場所のお知らせ

・現地調査当日※
立会通知書のとおり集合
（本人が立会できない場合は代理人）

・現地調査後 
測量を行い、地籍図・地籍簿を作成

○作成した地籍図・地籍簿の閲覧※
（地元公民館などで２０日間実施）

○閲覧の結果異議がなければ県の
　認証を経て法務局へ

調査結果に基づき登記簿を訂正

地籍図は公図として法務局に備え付け

※の際には、ご本人の参加、立会、確認が必要です。

なくそう！ 山火事
　春は空気が乾燥し、山火事が
発生しやすい季節です。
　田畑でのたき火などから林野火災に発展す
る例が多くみられますので、火を取り扱うと
きには、風や周囲の状況に十分配慮するなど、
みなさんのご協力をお願いします。

　朝市・産直マップに掲載する朝市・直売所を募集
します。ただし、次のすべてに該当することが要件
となります。

①農産物の朝市又は、直売所であること。
②常設又は、開催日（又は曜日）及び開催時間が決
まっていること。
③農業者、農業者団体又は、農業協同組合等により
運営されているものであること。
④対面販売のできる者が常時１名以上いること。
⑤苦情や返品への対応が可能であること。

◆申込方法　申込書による申込みとなります。
（※申込書の様式は市農政課にありますので、お問い合わせください。）

◆申込締切り　平成２１年４月２４日（金）必着

■問い合わせ・申込先　市農政課農業振興係まで
　　　　　　　　　　　 ３５－１１１１ 内線７０６

平成２１年弘前市
　朝市・産直マップ掲載者募集
平成２１年弘前市
　朝市・産直マップ掲載者募集

『
地
籍
』
は

土
地
の
『
戸
籍
』
で
す

地
籍
調
査

加
入
し
て

安
心
で
き
る
経
営
を

り
ん
ご
病
害
虫
マ
ス
タ
ー
養
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
修
生
募
集

水
田
経
営
所
得

安
定
対
策

加
入
受
付
中

　
市
で
は
、
り
ん
ご
生
産
者
を

対
象
に
、
り
ん
ご
病
害
虫
の
発

生
予
察
か
ら
防
除
ま
で
の
知
識

及
び
技
術
を
習
得
し
て
も
ら
う

た
め
、「
り
ん
ご
病
害
虫
マ
ス

タ
ー
養
成
事
業
」
研
修
生
を
募

集
し
ま
す
。

◆
研
修
内
容

◆
研
修
内
容
　
り
ん
ご
の
生

態
・
病
害
虫
の
生
態
と
発
生
予

察
・
農
薬
の
作
用
と
適
正
使
用

な
ど
の
研
修

◆
研
修
期
間

◆
研
修
期
間
　
平
成
２１
年
６
月

〜
平
成
２２
年
３
月
（
１０
日
間
）

◆
募
集
人
員

◆
募
集
人
員
　
１４
人
（
性
別
は

問
い
ま
せ
ん
。
応
募
多
数
の
場

合
は
選
考
と
な
り
ま
す
。）

◆
応
募
資
格

◆
応
募
資
格
　
３０
歳
以
上
で
り

ん
ご
栽
培
に
従
事
し
、
青
森
県

り
ん
ご
協
会
地
区
支
会
長
の
推

薦
が
得
ら
れ
、
将
来
と
も
自
立

経
営
を
目
指
す
人
。
た
だ
し
、

水
稲
を
作
付
し
て
い
る
農
家
は
、

平
成
２１
年
度
以
降
の
生
産
調
整

生
産
調
整

実
施
見
込
者
が
優
先

実
施
見
込
者
が
優
先
と
な
り
ま

す
。

◆
申
込
期
限

◆
申
込
期
限
　
平
成
２１
年
４
月

２４
日
（
金
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

市
農
政
課
農
業
振
興
係

３５
・
１
１
１
１
内
線
７
０
６


